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2025年（Vol. 41）特集のご案内
No. ① 透析患者の糖尿病治療―2025
No. ② 透析患者の皮膚を守る カラーでみる
No. ③ 透析患者の骨粗鬆症と骨折を理解する
No. ④ 長期透析の現況・課題と対策
No. ⑤  多職種連携による在宅透析医療 

―コメディカルの役割
No. ⑥  透析患者の泌尿器科疾患に対応する 

―泌尿器科専門医との連携
No. ⑦  透析患者の心臓病のすべて―インター

ベンションを中心に

No. ⑧  定期検査＆結果の評価と対応〔増刊号〕
No. ⑨ 透析患者のカリウム管理
No. ⑩  最新動向 透析患者の呼吸器感染症／

新規リン低下薬テナパノル症例集―使
い方，副作用への対処

No. ⑪  睡眠障害，睡眠関連呼吸障害群
No. 12  良好なバスキュラーアクセスを作製・

維持するために
No. 13  透析患者の口腔合併症と口腔ケア

（既刊は○）

編　集　後　記

　睡眠障害は多くの透析患者さんが日常的に
抱える愁訴の一つでありながら，その臨床的
意義は十分に認識されていないのが現状で
す．近年の研究により，睡眠障害が生活の質
を損なうだけでなく，慢性炎症や心血管疾患
を介して生命予後にも深く関与することが明
らかになってきました．本特集では，この重
要かつ身近な課題を，基礎的理解から最新の
治療戦略に至るまで多角的に取り上げ，臨床
現場で役立つ視点を目指しました．
　前半の「睡眠障害」の項では，透析患者に
おける高い有病率と生命予後への影響につい
て概説していただきました．腎不全に特有の
病態や睡眠衛生の問題を整理し，さらにポリ
ソムノグラフィやアクチグラフといった客観
的評価法，質問票による主観的評価法の意義
が紹介されています．治療の面では，まず非

薬物療法を基盤とし，安全性に配慮した薬物
療法を適切に位置づける必要性が強調されて
います．
　後半の「睡眠関連呼吸障害群」の項では，
疫学や予後に関する知見に加え，体液過剰や
透析スケジュールといった特徴的なリスク因
子が示されました．診断の実際や標準治療で
ある CPAPの適応と効果について詳述され
るとともに，診断から治療継続に至るプロセ
スを支える多職種連携の重要性について，具
体例を交えて提示していただきました．
　本特集が，患者さんの「眠り」に改めて光
を当て，日々の診療での積極的な介入と，ひ
いては生命予後の改善につながる実践の一助
となれば幸いです．
 （鶴屋和彦）
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